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スマートに支え ハートで包む。「ずっと住みたいまち」へ

躍 動する小美玉新時代に向けて

新たな拠点から芽吹き、そして、将来への活力を生み出す

安全を底上げし、持続可能な安心と豊かな暮らしを築いていく

０１

０２

０３



■ 教育 ［ 学びの深化 ］

０１． スマートに支え ハートで包む。
「ずっと住みたいまち」へ

■ 子育て ［ 経済的負担の軽減 ］

■ 医療・福祉 ［ 安心できる暮らしの形成 ］



子育て

小学校 74千円

中学校 151千円

■ 義務教育課程の完全無償化

子育て世帯のさらなる経済的負担を軽減

これまでの取組：妊娠・出産時の祝金支給⇒+１５万円/人（妊娠5万+出産10万）※多子加算あり
公立幼稚園・小中学校等の給食費無償⇒０円 ※私立保育園等3,400円/月を補助
子どもの医療費無償⇒０円（18歳まで自己負担なし） など

「公立学校に通う子どもの保護者負担（年間）」

※出典：R5文科省子供の学習費調査

［経済的負担の軽減］

０円
※学校教育費：修学旅行費・図書・学用品・通学費など



教育

小美玉市

■ グローバル教育の推進 （ 座学 × 実践 ）

生きたコミュニケーション能力の育成（実用的な語学習得）

異文化対応力の育成（異文化の発見・自国文化の再発見）

小川北義務教育学校／小川南中学校

美野里中学校／玉里学園義務教育学校

生徒数1,136名

現地訪問

オンライン交流

（中学校４校）

［学びの深化］

台湾 淡水区国民中学校

生徒数８７５名



医療・福祉
■ 持続可能な医療体制づくり・生活交通の充実

オンライン医療相談の拡充（対象者：就学前児童⇒中学生まで拡大）
広域的なオンライン診療の導入（いばらき県央地域連携中枢都市圏）

高齢者等の交通弱者支援（定額料金おみタクの本格運行）

［安心できる暮らしの形成］



■ 産業 ［ 地域資源を活用した企業誘致 ］

０２．新たな拠点から芽吹き、
そして、将来への活力を生み出す

■ 交流 ［ 新たな交流人口の創出 ］

■ 交通インフラ ［陸と空の交通基盤の整備］



交流
■ 新交流拠点施設の整備（新まちづくり構想）

茨城空港前エリア（空）とJR羽鳥駅前エリア（陸）の２拠点整備

茨城空港×新交流拠点施設×空のえきそらら

［新たな交流人口の創出 ］

JR羽鳥駅×新交流拠点施設×地域

新交流拠点施設 新交流拠点施設



産業
■ 廃校跡地の利活用×航空産業の集積

民間活力で廃校跡地と周辺地域を活性化

エアロトヨタ㈱に次ぐ航空産業企業の誘致

旧上吉影小(木内酒造㈱）

［地域資源を活用した企業誘致 ］

エアロトヨタ㈱

旧下吉影小学校の利活用



交通インフラ
■ 幹線道路の整備促進×茨城空港の機能強化

国道６号小美玉道路を都市骨格としたまちづくりの推進

茨城空港の利便性向上に向けた機能強化の促進

［陸と空の交通基盤の整備］

（国道６号バイパスのイメージ） （将来の茨城空港のイメージ）



■ 防災・防犯 ［ 不安ゼロのまちづくり ］

０３．安全を底上げし、持続可能な安心と
豊かな暮らしを築いていく

■ 農業 ［ 持続的・発展的な農業への転換］

■ スマート行政 ［ 持続可能な行財政運営］



農業
■ スマート農業×稼げる農業
ロボット技術やICTなどの先端技術を用いたスマート農業を推進
農畜産物のブランド価値の向上・国内外への展開支援

［持続的・発展的な農業への転換］

稼げる農業への転換作業の効率化・品質向上を実現

「小美玉めぐみ」の高付加価値を創出

農畜産物の国内・国外の展開支援



防災・防犯
■ 人・環境・ネットワークの強化

人づくり：地域の防災士を育成・職員の防災力を向上

環境づくり：災害用ドローンの運用、マイナ救急の推進、

防災・防犯機器の購入支援（感震ブレーカー・防災カメラ等）

ネットワーク構築：官民連携した体制づくり・大規模災害を想定した防災訓練の実施

［不安ゼロのまちづくり ］

人材育成 環境整備 ネットワーク

構築



スマート行政
■ 戦略的な行財政運営
デジタル技術による行政運営の効率化と積極的な財源確保

［持続可能な行財政運営］

ふるさと納税・クラウドファンディングの推進
市民サービス

の最大化

市有財産の積極的な活用

行政のデジタル化・スリム化

ネーミングライツの施設拡充


